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峡南高等学校の学科改編について 
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・大正12年 開校（峡南農工学校） 
・昭和33年 土木科を設置 
・昭和63年 電子機械科・情報デザイン科を設置 
・平成 6年 建築インテリア科・情報ビジネス科を設置。４学科体制となる。 
・平成13年 １学科定員が30人となる。 
・平成21年 ｢県立高等学校整備基本構想｣策定 
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「県立高等学校基本整備構想」に基づき、地域産業からの人材要請に応えるとと
もに、基礎・基本の定着から専門的技能の習得に対応できる教育内容の充実を図る
ため、現在の４学科を電子機械科・クラフト科・土木システム科の３学科に改編す
る。 

○ 改編の概要 
（１）新設学科及びその特色 

【クラフト科】 
・ 金属や地元の木材、和紙など様々な材料を扱い、企画やデザインから材

料選択・加工、実用品の完成までを通した学習を行う。 
・ 「ものづくり」を学ぶ課程で、マーケティングや流通機構の学習も取り

入れ、商業的分野の学習ニーズにも対応する。 
・ 県立宝石美術専門学校と連携した授業を導入し、地場産業である宝飾産

業を支える人材を育成する。 

【土木システム科】 
・ 実践的な施工に関する実習やＣＡＤ実習の多い教育課程を編成し、就職

後、現場等において即戦力となりうる技術・技能を修得する。 
・ 防災工学や環境工学などについて学ぶ新しい学習内容を取り入れる。 

（２）選抜方法の変更 
学科ごとの募集を一括募集に変更する。 

 
○ 学科改編の理由 
（１）志願者、入学者の減少や学業不適応による中退等の課題に対応するため、学

科への興味・関心を高め、生徒の学習ニーズに応える学科改編を行い、魅力あ
る学校づくりを推進する必要がある。 

（２）高校で学んだ知識や技術を活かした就業に向けて、地域や企業のニーズの担
い手を育成するために学科改編が必要である。 

（３）土木系技能者の高卒求人は毎年70名程度あるため、企業ニーズに合った知識
・技術を修得できる学習内容にする必要がある。また、学習内容が新しくなる
ことを鮮明にするため科名を変更する。 

  問い合せ先：新しい学校づくり推進室 加賀美 ℡055-223-1788（内線８３０６） 

〔専門学科〕 

 専門学科を設置する高校においては、社会の変化、とりわけ技術革新の進展に対応し

た学科再編等を推進するとともに、地域産業からの人材要請に応えうる施設・設備の充

実や基礎・基本の習熟を図り、専門的知識や技術の進歩に適応できる教育内容の充実に

努めます。 


